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ASCI2014 のトピックス

第 8 回 Asian Society of Cardiac Imaging は 2014 年

6 月 12 〜 14 日 に 韓 国 の 済 州 島 で、“Heartbeat for 

Quantum Jump in Cardiovascular Imaging”をテー

マとして開催された。X 線 CT や MRI を含めた心臓

画像の進歩はまさに量子飛躍（めざましい飛躍）の時

代を迎えている。26 ヵ国 644 人の参加があり 233 の

発表が活発に行われた。私自身はこの会議に参加する

のは初めてであったが、その学会のプログラム構成や

トピックを心臓核医学との関連で眺めたときに受けた

印象を記載する。

冠動脈 CT が果たす役割として、冠動脈狭窄評価に

関しては陰性的中率が高いことはよく知られている。

一方、SPECT 検査で陰性時の心事故率の低さも、多

数の研究に示されるようによく知られた事実となって

いる。さて、 臨床の場において CT の利点といえば、

短時間収集、プラーク性状の評価に加えて、心筋血流

の定量の可能性が含められる。カテーテルを用いた

fractional flow reserve（FFR）の有効性が示される

なかで、CT でも形態的な冠動脈内腔の情報からコン

ピュータでシミュレートした血流予備能（CT-FFR）

の計算も有望な領域として検討されている。MRI の

心筋症や心筋病変に関する有効性には共通の理解があ

るが、心筋血流定量における進歩もめざましいものが

あるし、なんといっても被曝がないという利点がある。

特定の場面での心イメージングの使い方というコース

も実際的であった。 低リスク患者の検査、心不全と

イメージングの役割、 心筋虚血の診断 、ハイブリッ

ド one-stop shopping など、個人的にはここに入って

いてもよさそうというセッションに心臓核医学が含ま

れていないセッションもあったが、それぞれの企画を

楽しむことができた。

核医学の果たす役割は何か

このような心血管イメージングの進歩のなかで、核

医学の役割は、第一には負荷に伴う血流予備能あるい

は虚血の評価である。核医学の多数の臨床研究に裏打

ちされたエビデンスは、虚血ガイドによる治療方針決

定の正当性を支持するものとなっている。FFR や CT

による血流予備能が血管単位の圧や形態変化をみてい

るのに対して、SPECT ではさらに末梢心筋細胞レベ

ルでの血流予備能をみているという違いがある。この

差がひいては心臓全体としてのリスク層別化に利用で

きる根拠となっている。エビデンスとして定着してき

た心臓核医学の経験は、CT や MRI による研究のな

かにも応用されて、今後の最適の診断体系に結びつけ

られるための努力が払われることになるだろう。現状

では、CT や MRI の検査の進歩は、おもに技術的革

新により新しい診断方法が利用できるという段階にあ

り、心臓核医学のように多数の予後に関連したエビデ

ンスがあるわけではない。しかしながら、現在その端

緒としてみられるように、これらの新しい診断方法を

加えて予後評価研究が進展すれば、大きなエビデンス

を提供する手法になるかもしれない。

核医学の別の利点は、代謝の評価や神経イメージン

グであり、トレーサとしての核医学の特異な領域に

なっている。 日本では 1990 年台からこれらの放射性

医薬品が利用できる環境にあったので、今改めてこれ

らの放射性医薬品の最適な利用法に関する提案や、多

施設での予後評価上の意義が、強調されてもよい時期

にきているようだ。CT の被曝線量の問題は、低線量

での撮像技術が進歩して 1 回数ｍ Sv で検査が可能に

なった。一方、核医学は同様の投与量で検査する限り

は一定量の被曝になるので、半導体 SPECT の利用を

含めて短時間収集だけでなく低投与量収集を図る必要



37

日本心臓核医学会誌 Vol.17-1

もあるだろう。

アジア地区の心臓イメージングと核医学

さて、ASCI を初めとする放射線科を中心とする

CT や MRI に関する教育は、核医学検査が必ずしも

日常診療のなかで頻用されないアジア地区の状況のな

かでも着実に進められているようである。これらの教

育のなかには、心臓核医学に関する多くの知見が残念

ながら過小評価されていたり、あるいは実施できない

という理由で関心がもたれていない場合もあるだろ

う。心臓イメージングのなかで心臓核医学が果たして

来た役割については異論がないとしても、その長所を

含めた教育活動がさまざまな機会をとおして重要にな

ると考える。一方、アジア地区の心臓核医学を考える

と き に、 私 た ち の 目 は し ば し ば 欧 米 の SNM や

EANM に向いているのに、そのアジア内での横のつ

ながりは必ずしもよいわけではない。さまざまな研究

会、学会、教育コース、関連雑誌への情報提供も含め

て、機会を捉えてさらなる発展が期待される。アジア

の ASCI が、NASCI（North American Society for 

Cardiovascular Imaging） や ESCR（European 

Society of Cardiac Radiology）と連携するように、日

本の心臓核医学も国際的な連携が必要な時代である。

ASCI2014meeting より。左上から右下に、吉永恵一郎先
生、佐久間肇先生、筆者、望月輝一先生（写真は同学会ウェ
ブサイトから入手）


